
 

［成果情報名］畦畔除草作業を快適に実施可能な除草機の開発 

［要約］乗用管理機に装着可能な除草機構を開発し、その除草機は、水田内より畦畔法面の

除草状況を確認しながら作業することができ、労働負担を大きく軽減することが可能であ

る。 
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［背景・ねらい］ 

農作業の効率かつ省力的な作業技術、安全性の向上、快適化を図ることが重要である

が、水田の畦畔除草作業は、多くが刈払機や自走式草刈機で年に３～５回程度行われ、

夏場の気温が高い環境下での作業は、労働負担の大きなものとなっている。  
ここでは、水田の畦畔除草作業者の労働負担の軽減を図る軽労化技術を開発し、効果

を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．乗用管理機のフロントウエイト装着部に、２つの油圧シリンダにて伸縮可能な角形鋼

管製アームを作製・付加し、その先端にレシプロ刃を取り付ける。なお、刈刃の駆動は

乗用管理機後部の PTO 軸出力を動力とした油圧システムである（表１）。  
 
２．開発した乗用管理機装着除草機（以下、乗用機）は水田内から除草作業が可能であり、

除草機構が機体前部に装着されているため、視認性は良好で、除草状況を確認しながら

座位で作業を実施することができる（図１）。また、機体より下方斜面の他、上方斜面

の除草作業が可能であり、作業可能な範囲が広範囲である。  
 

３．乗用機の作業速度は歩行型畦畔草刈り機（以下、歩行機）より 0.1m/s 遅いが、乗用機

の刈り幅は歩行機の３倍となり、ほ場作業量は概ね同等である。また、乗用機の心拍

数増加率は歩行機より低く、乗用機により畦畔法面の除草作業時において労働負担が

大きく軽減される（表２）。  
 
４．乗用機による除草後の草丈は、草種によるが歩行機に比べやや高い（表３）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．除草機構を装着した乗用管理機は、K 社 GR16-75（出力 11.8kW）であり、除草試験に

使用した歩行型畦畔草刈り機は、O 社 SP850（出力 2.4kW、刈り幅 500mm）である。 

 

２．除草作業を実施した畦畔法面の法長は 1.8m、法勾配は 40 度である。 
 
３．委託加工費を福島県内の業者の協力を得て算出し、原材料費にあわせて製造原価を試

算結果、約 69 万円である。 

 

４．乗用機による除草は、草丈の低い雑草は草種により刈りにくい場合がある。 

 

５．乗用機の製造等に関する技術相談には、個別に対応する。  



 

［具体的データ］ 

 

  図１ 乗用機による畦畔法面の 

     除草作業 

 

表２ 作業性能と労働負担 

    乗用機 歩行機 

 作業速度(m/s) 0.1 0.2 

 ほ場作業量(a/h) 2.8 3.0 

 心拍数(bpm) 85 117 

 心拍数増加率(%) 11.8 53.9 

 ※試験日(平成 22 年 7 月 26 日)の気象条件 

  測定時刻 10:29、気温 30.4℃、湿度 50.7%、WBGT(湿球黒球温度)27.5℃ 

※被験者（59 才、男、従事 31 年、身長 171cm、体重 69kg、基礎疾患なし） 

※除草面積 30m×1.5m 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（福島県） 
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表１ 乗用機の仕様 

母機全長×全幅×全高(m) L3.0×W1.4×H2.4 

母機質量(kg) 949 

母機最低地上高(cm) 85 

除草部質量(kg) 103 

刈刃可動高さ 1)(cm) -100～60 

刈刃可動幅 1)(cm) 70～200 

刈刃可動角(度) -45～45 

刈刃長(mm) 1500 

刈刃駆動方式 油圧モータ 

刈刃駆動軸回転数(rpm) 350 

1)刈り刃中央位置と右前輪ラグ接地部との距離 

表３ 畦畔雑草の草種と除草前後の草丈 

  
草種 

草丈(cm) 

  除草前 除草後 

乗用機 ｽｷﾞﾅ 38.6 20.1 

 
ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ 95.8 8.0 

  ｲﾈ科 34.4 26.9 

歩行機 ｽｷﾞﾅ 37.9 6.3 

 
ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ 105.3 31.4 

  ｲﾈ科 28.9 17.0 

※優占草種：ｽｷﾞﾅ 
  


